
1984年出上の木簡

発
掘
調
査
の
結
果
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
上
羨
、
中
世
の
溝
及
び
柱
穴
、
江

戸
時
代
の
溝

。
土
羨

・
柱
穴

。
蔵
の
礎
石
な
ど
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
江
戸
時

代
後
期
の
上
羨
か
ら
、
木
製
品
と
共
に
計
八
点
出
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
奈
良

時
代
の
上
羨
か
ら

「大

一
」
と
判
読
で
き
る
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

出
土
総
数
八
点
の
木
簡
の
内
、
判
読
で
き
る
も
の
は
三
点
で
あ

っ
た
。
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Ｐ∞マ
∞宴
く

②
　
・
□
島
十
郎
左
衛
門
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。
赤
□
村
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

溢
聟
』

③
　
・
コ
日
日
日
□
」

名
□
島
村

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ支
μ聟
］

木
簡
は
、
現
存
す
る
吉
田
城
の
絵
図
面
に
の
る
安
政
四
年
盆

八
五
七
）
ま
で

米
蔵
が
存
在
し
た
地
点
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
あ
り
、
米
蔵
移
転
に
伴
い
そ
の

後
造
ら
れ
た
土
羨
に
荷
札
が
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（小
畑
頼
孝
）

静
岡
・
坂
尻
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
袋
井
市
国
本

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年
（昭
５６
）
八
月
ぞ
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
袋
井
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
寺
田
義
昭

・
五
島
康
司

・
吉
岡
仲
夫

・
永
井
義
博

。
松
井

一
明

・
前
田
庄

一
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衝
跡

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
前
期
ｉ
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

坂
尻
遺
跡
は
、
袋
井
市
の
東
端
、
掛
川
市
と
の
境
を
南
流
す
る
原
野
谷
川
の

西
岸
に
形
成
さ
れ
た
自
然
堤
防

上
に
立
地
し
、
遺
跡
面
積
は
約

六
〇
、
○
○
○
ポ
と
推
定
さ
れ

る
。
国
道

一
号
線
バ
イ
パ
ス
建

設
に
と
も
な
い
約
八
、
○
○
○

∬
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
古
墳
時

代
前
期
ｉ
中

。
近
世
の
複
合
遺

跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

特
に
奈
良
時
代
の
遺
構
群

（溝

(磐田)



状
遺
構
三
二
条
、
掘
立
柱
建
物
三
七
棟
、
柵
二
条
、
竪
穴
住
居
跡
九
棟
、
井
戸
状
遺
構
二

基
、
堅
穴
状
遺
構
二
三
カ
所
）
に
つ
い
て
は
、　
そ
の
出
土
遺
物

（墨
書
土
器
―

「野

厨
」
「佐
野
厨
家
」
「駅
長
」
等
、　
木
簡
―
『木
簡
研
究
』
第
四
号
厩
報
告
、　
銅
印
―
印

文

「松
」

。
和
同
開
弥

・鉾
帝
具
―
丸
覇

・
巡
方

・餃
具
等
）
か
ら
佐
益

（野
）
郡
行

の
一
部
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

木
簡
の
削
屑
は
Ｎ
Ｓ
Ｄ
３
と
呼
ん
だ
溝
状
遺
構
の
壁
斜
面
に
密
着
し
て
発
見

さ
れ
た
。
こ
が
し
大
の
礫
を
貼
り
し
め
た
護
岸
施
設
と
階
段
状
の
張
り
出
し
施

設
を
有
し
、
溝
内
に
は
奈
良
時
代
後
半
を
主
体
と
す
る
土
器
片
（墨
書
土
器
を
含

む
）
が
多
量
に
集
積
し
て
い
た
。

３
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①
　
　
日
回
　
□
同
回

［山］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＯＯμ

偏
部
が
木
偏
と
思
わ
れ
る
一
字
は
、
或
い
は

「松
」
か
も
し
れ
な
い
。

９
　
関
係
文
献

建
設
省

・
静
岡
県

・
袋
井
市
教
育
委
員
会

『坂
尻
遺
跡
十

一
般
国
道

一
号
袋

井

ハヾ
イ
パ
ス
（袋
井
地
区
）
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
―
』
盆

九
八
五
年
）

（吉
岡
伸
夫
）

静
耐
・
秋
合
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
藤
枝
市
南
新
屋
字
白
山

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
一
一
月
―

一
九
八
五
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
藤
枝
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
八
木
勝
行

。
鈴
木
隆
夫

・
磯
部
武
男

５
　
】退
跡
の
種
類
　
官
衝
跡

６
　
遺
跡
の
時
代
　
奈
良
時
代
を
中
世

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

秋
合
遺
跡
は
、
国
指
定
史
跡
志
太
郡
衝
跡
よ
り
低
丘
陵
を
換
ん
で
東
側
に
隣

接
す
る
水
田
地
に
存
在
す
る
。　
一
九
七
八
年
の
調
査
に
よ
っ
て
掘
立
柱
建
物
や

】
　

井
戸
が
検
出
さ
れ
、
出
上
し
た

三
七
点
の
墨
書
土
器
の
内
容
か

ら
志
太
郡
衝
跡
と
き
わ
め
て
密

接
な
関
係
に
あ
る
遺
跡
と
し
て

注
目
さ
れ
た
。

細

　

一
九
七
九
年
以
来
、
秋
合
遺

山．
跡
の
性
格
把
握
と
範
囲
確
認
の

稼

た
め
の
調
査
を
実
施
し
て
き
た

が
、
今
回
の
第
四
次
調
査
に
よ




